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冬季の気温が落葉果樹の休眠に及ぼす影響（第２報）

　　　　暖冬の出現時期と桃及び柿の春の展芽について

　　　　　　　吉　　村　　　不　二　男

　　　　　　　　　　　　　　(高知大学農学部園芸学教室)

Influence of Winter Temperature on

　　　　Some Deciduous Fruit Trees.

the Dormancy of

　　l.

Spring growth of peaches and Japanese persimons as related to

　　the appearing time of abnormally warm days in winter.

　　　　　　　　Fuiio　YOSHIMURA

(Ｌａｂｏｒ ｏtｏｒｙ ０/ Ｆｒｕit-ｔｉｒｏｄｕｃｉｉｏｎ、ＦｏｃｍＵｎ ｏｆ ＡｇｒicｕｌｌＵＴｅ)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　緒　　　　　言

　高知においては，年によって寒暖の差が著しく，且つ，冬季の平均気温は比較的高いが，日最低

極温は京都より低く，しかも，間歌的に数日間異常に温暖な日の続く事が少くない。そこで，筆者

は1955年の12月から1956年の３月にかけて，種々の時期に桃およμ柿の幼樹に人為的に暖冬処理を

行い，それが春の展芽に及ぼす影響を観察した。ここではその結果について報告する。

　当実験を行うに当り，種々便宜を与えられた当学部門田寅太郎教授及び原稿の校閲をして下さっ

た京都大学小林章教授に深甚の謝意を表する。

　　　,．　　　　　　Ｉ実験材料及び方法

　実験場所は高知大学農学部圃場で，高知市より東南方20kmの海岸沿いにあり，冬季の平均気温は

１，２月で約6.2～7.2°Ｃである。材料と'しては愛知県より購入した山桃砧岡山早生と君遷子砧平

核無(夫々１年生苗)を用い‘た。これらを1955年のｎ月中旬に，畑地の埴壌土に河床砂を半量混じた

ものを用いて，素焼の内径30cmの鉢及び30cm立方の木製根箱に定植した。暖冬処理としては，最

低気温を７°Ｃ以上に調節した恒温室内に，鉢植樹を夫々一定期間入れ，他の期間は圃場においた。

　　　　　　　　　第1,表　　実験区の略称と暖冬処理の時期と日数との関係
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因に，恒温室の気温は外気温に比較しT, 12月で２～３°Ｃ,･１月で6～'7.゜Ｃ ， 2'月で７～９°Ｃ，

３月で１～７°Ｃ高かった。試験区としては，第１表に示す如く，ｎ区を設け，一区３ｲ固体とし，普

通の場合には，恒温室に入れる期暦を通算27～32日として，その時期をいろいろ変えた。

　展芽の状況，新梢の伸長量，根箱のガラ不I面に接した根の伸長量は10日毎に測定して，調査を６

月28日で打切った。　　　　　　　　　　I'

　実験期間中の恒温室及び圃場の気温，地表下lOcmの地温等の旬間平均及び咽場における７°Ｃ，

Ｏ°Ｃ以下の時間数を示すと，第口表の如メマある。尚，気温は日最高，最低気I温の平均値である。

　　　　第２表　　実験期間中の温暖室，室外の気温｡地温及び室外の7°Ｃ以下O°Ｃ以下の時間数

ノ ｕ声誉Ｌ 地　温　（9時測定） 7°C以下

時間数
O°C以下
時間数

室　　　外 温暖室内 室　　　外 温暖室内
　月　日　　　日

11 21 ～30

12　1　～　10
　　n　～　20
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　2　1　～　10
　　11　～　20
　　21　～　29

　3　1　～　10
　　11　～　20
　　21　～　31

　4　1　～　10
　　n　～　20

　　21　～　30

　5　1　～　!O･
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　　　　　　　　　　　　　　◇　Ｉ　゛実　　験　　結　　果

　１．展芽の･状態

　催芽期（最初の芽の鱗片か動き出した日），展芽期間（催芽期より展芽完了期迄の日数）および

展芽率を示すと第３表の如くである６白

　　（ｉ）桃の場合：自然状態ではＳ月ｕ日に催芽し始めるのに対して，冬中温暖区では催芽日が３

月28日で14日遅れている。次いで，12月区では10日，12・ 1月区では８日，12・ 3月区で２日，１２

・１・２・３月区でｎ日おくれている。ノすなわち，１月７日以後に温暖な場合は催芽期が早くな

り，特に２月が暖いときはその傾向か著しく，２月区で15日，１・２月区で８日，２・３月区で11

日，３月区で４日早くなっているレ但し１月区では区内の１ｲ固体が自然区よりややおくれて展芽し

た。

　冬季に寒冷に遭った桃の芽は揃って展くも｡ので，自然区の展芽期間は25日間であるが，初冬に温

暖な日が続いた場合には，いづれも展芽期間が永く，展芽不揃の現象を呈する。

　すなわち，１２・１・２・３月区の展芽期間は44日間で最も永く，次いで冬中温曖区が35日･間，12

月区力句O日間，12・ 1月区か31日間，!2・ a月区が30日間，１月区が28日間，１・２月区が29日間



第３表ぺ暖冬の出現時期と桃，柿幼樹の催芽期，展芽期間及び展芽率との関係
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　である。これに対して，２月区が25日間，３月区が24日間，２・３月区が26日間で，２月以後の温

’暖区はいづれも自然区の25日間と殆んど異らない。

　　次に，暖冬処理の時期と展芽率との関係をみる。一般に初冬か温暖な場合には展芽率が低くなる

　ようである。例えば，２月区，３月区および２・３月区の展芽率は自然区の展芽率を100として，

　これに対する比較で示すとJ01～102で，自然区と殆んど異らないのに，12月区，１月区，12・ 1月

　区，１ ・２月区および12・ 3月区は85～97であり，更に，冬中温暖区および１２・１・２・３月区は

　夫々66, 76で著しく低い。しかも，冬中温暖区，12月区，１月区，12・ 1月区，12・ 3月区および

　１２・１・２・３月区では，春季において鱗片か励いても展芽せず，枯死する芽が多く見られた。こ

　れは，おそらく南部カノレフオノレニヤにおいて，春季に桃の花芽か菅となり，後に開花が遅滞して。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）,（2）
　ついに枯死することか報ぜられているが，　これとこれと規を一にするもので，葉芽における暖冬

　異変の現われと解される。

　　・（Ｕ）柿の場合:･自然状態では３月18日に展芽し始めるが，人為的に暖冬処理すると催芽期が

　早くなる。その最も顕著なのは12 ・ 1. ・2・3月区であり，２月28日に催芽した。，１・２月区は

　２月29日に，２月区は３月１日に，冬中温暖区は３月３日に催芽した。これに対して，12月区は３

　月12日，３月区は３月14日と意外に催芽期が遅れている，

　　柿の展芽期間は自然状態では15日間で，初冬に温暖な場合でも自然区と異らず，13～17日間であ

　る。しかし,1,2月に温暖な場合には，展芽期間が永くなり且つ展芽か不揃とな９た。　すなわ

　ち，１月区が27日間，２月区が2↓日間，１・２月区が20日間，２・３月区が21日間で，暖冬の影

　響か桃の場合と著しく異る。

　　冬季が温暖であると，柿の展芽率は低下するが，その低下の程慶は桃に較べて軽微である。例え

　ば，展芽率の最も低い冬中温暖区についてみると，自然区の100に対して. 89.5で，これか桃の場

　合には66.1であった。

　　なお，暖冬処理によってみられる事は頂部より数芽が特に展かず，６月ヽに及んで枯死するものの

・ある事で，この傾向は, 1 , 2月に短期間続いて温暖な日が間隙的におきIる場合に強く，冬中温暖

　な場合には全然見られなかった。此等の個体では下部の芽が春季に展き，頂芽優先性を示さない。

　このことは1，1!月の暖冬処理で勤いた芽がその後の寒冷のために鱗片内で枯死したためと思われ

　る。　　　　　　　　　　ｌ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■　　　　
㎜

　　　　　　　χ　　　　　　　　　．　　　　　　　　Ｉ　　　　　　’

　　２．地上部，地下部の伸長状態

　　新梢および根箱のガラス面に接した新根の伸長週期を示すと，第１図の如くである。但し，地上

　部，地下部の日々の伸長量は６月25日における総伸長量を100として，これに対する比較で現わし

・た。’　　　　　　　　　　　　犬
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　第１図

　暖冬の出現時期と桃，

柿幼樹の生長週期との

関係



冬季の気温が 果樹の休眠に及ぼす影響 ２報 ５

　　(i)桃の場合：自然状態では２月中旬に先づ地下部が伸長し始め,。３月141ﾖ頃から地上部が催

芽伸長する。これを人為的に冬季中温暖にすると，既に12月下旬より２月１日に亘づて地下部が緩

やかに伸長して，地上部の催芽は意外に遅れて３月28日頃から始まる。更に３月下旬から地下部の

伸長が活溌化する。前者を自然型の，後者を暖冬型の生長週期と仮称すると,｡自然型に類似してい

るものは，２月区，３月,区，２・３月区で，いづれも自然区に較べて，地上部および地下部の伸長

開始期が早くなり，特にその傾向は地上部において著しい。これに対して暖冬型に類似しているの

は１２・ｆ・ ２・ ３月区，12月区，12・ 1月区，12・ 3月区である。１２・１・２・３月区が暖冬型に

最も類似しているが，12月区，12・ 1月区，12・ 3月区は４，５月における地上部の伸長期が冬中

温暖区より早くなっている。１月区および１・２月区｡の根の伸長状態は自然型と暖冬型との中間型

を呈して，自然区に較べて，根の伸長開始期は著しく早く，且つ地上部の催芽期もやや早いが，伸

長最盛期はややおくれて，４月中旬頃になっている。

　　(iD　柿の場合：自然区では地上部の催芽は３月18日であり，その後一斉に且つ急速に伸びて，

４月下旬には最盛期に達し,。５月中・下旬には一旦停止する。他方，根箱で観察した根の伸長は４

月28日に初めて認められた。これに対して，人為的暖冬区はいづれも地上部の催芽期が早くなり，

且つその伸長期間が永くなっている。しかし，｡催芽後１週間程の伸長状態ほ甚だ緩慢であり，地下

部の伸長開始期は４月28日で,｡自゛然区との間に相違がなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　考　　　　　察･

　　　　　Ｐ　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｓ

　ｌ．自゛発休眠完了に要する低温の量，質及び時期　　　　　　レ

　落葉果樹が自然状態で休眠を完了するためには冬季か寒冷でなければならないよ冬季の気温が高

　　　　　　　　　　　　　　　　(l)iC3),C4)・くなると休眠完了に長期を要し，‘･冬季の気温か更に高くなると休眠不全となり，所謂暖冬異変

　　　　（9）を呈する。但し，暖冬異変の現われ方は果樹の種類で著しく異なり，桃，梨などでは,べL，2月に

既に根が緩やかに伸長し始め，春季の展芽伸長が遅滞不揃となり，頂芽優先性を示さず，展芽数が

著しく減少し，その後の生長が劣るが，柿では，春季の展芽伸長が促進され,その後の生長が優り，

　　　　　　　　　　　　　　　　（9）展芽数がやや減少する程度である。

　しかして，かような休眠の完了に必要な低温量を果樹の種類別にみると，かなり異なり,｡7.2°Ｃ｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　　　　　　　　　（3）以下の時間数で表わした従来の調査では，桃が1000時間　，柿が800時間前後　となっ,ており，こ

の程度の低温量なら高知の冬季の自然の寒さで，普通の場合なら十分に充されるわけであるﾂしか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□）しながら，桃においては，12月の気温を人為的に:2～3°Ｃ高くするだけで，暖冬異変を起させる

ことが最近になってわかった。当実験において，12月７日より１ヵ月問の気温をＵ～16°Ｃ:（自然

気温より２～３°Ｃ高い）とした12月区，12月中旬の16’日間の気温をＵ～16°Ｃとした12・ 1月区，

12 ・ 3 月 区,12, 1 , 2, 3月の中旬の９日間の気温を11～16°Ｃ（自然気温より12月で２°Ｃ，１

月で７°Ｃ‘，２月で９°Ｃ，３月で４°Ｃ高い）とした１２・ｉ・２・３月区及び冬季中の気温をｎ～

16°Ｃ（自然気温より12月で２～３°Ｃ，１月で６～７°Ｃ，２月で７～９°Ｃ，３月で１～７°Ｃ高

い）とした冬中温暖区ではいづれも暖冬異変が明らかに認められた。ま‘た，１月７日より１ヵ月間

の気温をＵ～i6°Ｃ（自然気温より６～７?Ｃ高い）とした１月区及び１，２月の中句の16日間の気

温を11～16°C (自然気温よ･り６～９°Ｃ高い）とした１・２月区の生長週期は暖冬型と自然型の中

間型を呈している。各区の展芽の状況および生長週期から判断して，夫々の暖冬異変の表現程度を

表化して，冬季中(12, 1,2,3月），12月中及び12,｡1月の２ヵ月中の７°Ｃ及びＯ°Ｃ以下の

時問数を各区について夫々示すと，第４表の如くになる。，

　第２表にみる如く, 1955年の12月は比較的に暖く｡｡，0°Ｃ以下に降らなかよたが, 1956年の１月

および２月では寒冷となり，０°Ｃ以下の出現日数が夫々12.日で，１月９日犀ば7.5°Ｃの極温を

示していこる。この場合興味のあることには，一応正常に展芽した自然区および3,月区にお｡いてｏ・Ｃ
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第４表　・各実験区の7°ＣｙO°Ｃ以下の気温に遭遇した時間数と暖冬異変発現程度との関係

/
　　　　　Ｆ　１　　　　　１暖冬異変発現程度 7°C｀以下の時間数　　時間 O°C以下の時間数　時間

桃 柿 冬季中 12月中
12月及び

　　1月中 冬季中 12月中 12月及び
　１月中

　自　　然　　区

　冬中温暖区
j2月　　　　区
　1月　　　　区
　2月　　　　区
　3月　　　　区
12･1月　　　区
1･2月　　　区
2･3月　　　区
12･3月　　　区
12･1･2ヽ3月　区

一冊
廿

十
－

一丑

十
一
丑
モ

　　　-

　　　-

　　　-

　　　-

Ｆ　　-

｜　〃
　　　-

　　　-

　　　-

　　　-

　　　-

ヽ1086.9

　　　00ゝ－　　●　　887.4

　、671.3

　783.5

　9S8.1
　772.3

　　646.､3、
　　748.3

　　873.9

　　633.3

192 4

　　0.0

　35.7

192.4

192.4

192.4
　91.9

192.4

192.4

　91.9

　145.8･

571.り

　　0.0

371.5

235.2
571.0

271.0
256.4

356.9

571.0

470.5
310.3

　210.6

　　0.0

　210.6
　　67.0

- 143.6
　210.6

　138.5

　　77.0
　149.1

　210.6

　114.0

0.0

0.0　1
0.0

0.0
0.0
0.0

0.0
0.0

0.0
0.0
0.0

　118.1

　　0.0
　118.1

　　0.0

　118.1

. 118.！

　　46.0
　　46.0

　118.1

　118.1

　　67.4

以下の時間数が共に210.6時間で,あっ｡だのに対し，暖冬異変を生じた12月区および12 ・･3月区Ｒ:お

いても同じように210.6時間であった。また，12月および１月の２ヵ月間のO°Ｃ以下の時間数にお

いても，自然区およびな月区と澗じよケにJ2月区および12・ 3月区は118.!時間であった。此の事は

12月が暖ければ１，２月が寒くても,暖冬異変の現われることを意味し，また，自発休眠の完了には

12月の寒冷であることが必要であるが,ﾉO°Ｃ以下の様な低温が必要でないことを示しているよう

である。しかしながら，12月だけでなく工月，２月も暖かかった冬中温暖区にくらべて，12月区の

暖冬異変の現われ方の軽いごと，および，ｉ・２月区および１月区の暖冬異変の程度が軽いことは，

１，２月の寒冷も，やはり，自発休聊の完了に多少とも役立つことを示している。換言すると。桃

の自発休眠の完了と冬の寒さとの関係を論ずる際には，０°Ｃ以下の時間数だけをとって考えるこ

とは妥当でない。また，普通=に低温要求量を論ずる際には，いままでは冬季中の7.2°Ｃ以下の時間

数を問題にしているか，当実験の結果では，自然区と同じように休眠を完了し，展芽の順調な２月

区および２・３月区において,∧冬季中の７°Ｃ以下の時間数が夫々783.5時間および748時間である

のに対して，休眠か不完全で,･展芽の不揃いな12月区および12・ 3月区では夫々887.4時間および

873.9時間であって矛盾している･。それ故に，休眠の完了を冬季中の７°Ｃ以下の時間数で説明する

ことは妥当でない。また，12月中の７°Ｃ以下時間数についてみると，暖冬異変の現われる１月区

および１・２月区，暖冬異変の現われない２月区，３月区および２・３月区もいずれも自然区と同

じ192.4時間である。そこで最後/に19月と１月の２ヵ月間の７°Ｃ以下の時間数についてみると，暖

冬異変の起らない２月区，３月区および２ ・３月区では自然区と同様に571.0時間であり，暖冬異

変の現われる12・ 3月区では470.5時間で最も永く，他はすべて400時間以下である。換言すると。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(8)桃の自発休眠の完了には12月および１月の気温か最も密接に関係しており，２ヵ月間に７°Ｃ以下

の時間数が570時間あればよいようであり，自然状態では，通常１月下旬に自発休眠を完了してい

る。暖冬異変の現われる程度と７ °ｑ以下の時間数の長短との間に必ずしも一定の傾向か見られな

いのは，７°Ｃ以下と云うことか真に妥当であるか否かの問題でもある。　また，１２・１・２・３月

区では12月が比較的寒く，７°Ｃ以下の時間数が145. 8時間もあるのに，その休眠の完了が極めて不

全なのは間欧的に短期間づつであるか，12月と１月に暖冬処理か繰返されたためでないかと思われ

る。しかし，之等1こついては更に追試を行グている。なお，第１報において述べた如く, 1954年の

春季には展芽の遅滞と不揃とが織められ。1955年の春季にはかような現象がみられなかった。この

両年につき，参考のために先行するロ月淘よび１月の２ヵ月間の７°Ｃ以下の時間数を比較すると。

前者が365.9時間に対し，後者が676.4時間で，その間に300時間以上の差かおり，両年における暖

冬異変発生の有無か比較的明らかに説明岑れる・

　柿では，概して，暖冬処理したものは展芽率が減少するか，いづれも展芽期が早くなりｊ･冬中温
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　暖区でも暖冬異変が認められず，また。１；ﾌﾟ2月に暖冬処理した区では｡鱗片内で芽の枯死している

　こIとから考え，自発休眠の完了に要する低温は必ずしも７・Ｃ以下を要しない様であり，その積算

｡量も坪く僅少で足りｉ普通の高知の自然状態では／12月下旬に既に自発休眠を完了よてし,ヽる。しか

　し，冬中温暖区の展芽率か最も劣り，展芽期の促進程度か他区に｡くらべて特に劣っていることから

　考え，この暖冬処理を今少しく早く始めるか,或は温慶か今少七く高ければ（第１報では8～1 '>3r^

・当実験では11～16°Ｃである。），柿にも自発休眠不全の兆が明瞭に現われたのでないかと思われ

　る。　sF　　　　　　　　　●　　　　　1 「

　　以上要約すると，自発休眠の完了に要する低温は果樹の種類によって，その質および量を異にす

　ると云える。･また，高知では年によって自発休眠の不全となりうる可能性が充分あるが,1,2月

　の日最低気温が低いために，その可能性を少,くしているものの様である。

　　２．自発休眠の完了後の気温と催芽期との関係

　展芽期および開花期の早晩に気温か関係しており，特に３月の気温の高低がその早晩を支配する

　φ),C6)u7)　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀と'　　云われている。当実験結果では，桃では３月,の気温を温暖にした２・３月区において，

その催芽期が著しく早くなっているのに対し，同じく３月を暖く｡した12・ 3月区の催芽期は自然区

よりも，却て晩くなっている。また，２月区の催芽期は３月区（自然区より梢々早い区）,よりも著

しく早い。１月区も催芽期が早くなっているが，区･内の1ｲ固体は自然区よりやや晩く展いている。

　柿では，いづれの区も催芽期が早くなっているが，１，２月に暖い場合に，その促進程度か特に

著しい。高知の気温が１，２月は著しく低く，３月中旬以後に急上昇する。

　以上の事から推論すると，３月の気温が高いと催芽期がやや早くなるが，初冬の気温が高くて自

発休眠不全の状態では，３月の気温か高くても，桃の催芽期は決して早くならない。またj，自発休

眠か完了していると，３月の気温よりもむしろ，桃では２月の気温が，柿では１，２月の気温が高

い時に，その催芽期がより早くなる。すなわち，そめ自発休眠完了後より展芽，開花迄の積算温度

　　　　　　　　　　　　　　　　･（3）が，その早晩に密接に関係をもち，催芽に必要な積算温慶を早く備足するために,｡寒冷な月の気温

が高いと催芽期がより早くなると考えられる。今，当実験の桃，柿の展芽期迄の１月１日及び２月

１日以降の積算温度を示すと第５表の如くである。

　　　　　　　　　　第５表　冬区の１月及び２月以降催芽期迄の積算温度

催芽期

　
　
刀
Ｕ
旧
釘
２
　
１
　
２
　
２
　
２
　

自
冬
１
　
　
　
１
　
　
１
１

区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区

4
8
4
0
8
0
2
6
3
6
5

1
C
>
J
O
J
I
-
1
2
1
2
　
　
1
つ
｀

3
3
3
3
2
3
3
3
3
3
3

一
冊
廿
十
一
　
一
升
十
一
十
朴

桃

290.3

821.3

420.4

317.6

304.9

29乙4

387.9

376.7

310.7
353.1

490.5

　507.3
1183.0

　652.7

　627.1

　554.7

　494.3

　741.0

　698.1

　540.5

　679.0

　935.0

催 芽

8
3
2
7
1
4
6
9
4
8
8

1
　
1
　
　
1
　
C
N

<
Ｎ

3
3
3
3
3
3
3
2
3
3
2

期

一日
一
一
一

-

一
　
一
　
一

-

-

-

-

柿

１

555.3

843.4

555.8

‘583.4

581.9

552.3

580.0

558.6

556.7

571.0

584.7

Ｃ

　すなわち，桃の場合には，比較的正常に展芽した自然区，２月区，３月区および２・３月区では

１月１日或は２月１日から催芽期迄の積算温慶か，夫々495～555°Ｃおよび290～310°Ｃであり，こ

れに対し，暖冬異変を示した各区の積算温度は，これらより巡かに多く，その程慶は暖冬異変の程

度に概して正比例している。また，正常に展芽した各区の間での１月１日から催芽期までの積算温

度に60°Ｃの巾があり，更に２月１日から催芽期までの積算温度では20°Ｃの巾がある。それ故に，

これらの事実から，催芽期の早晩と自発休眠の完了後から催芽期迄の間の積算温度との間に密接な
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　関係のあることか考えられ，同時,杖::，桃の自発休眠か12月中｡に完了せず，１月中に大体完了するこ

　とか認められる。　　　　　　　　　　／

　　他方，柿では，１月ｔぼから催芽期迄の積算温度が冬中温暖区の843°Ｃを除いて，他区では全て

　555～585°Ｃの間に･ある･。したがって，12月下句までには既に,自発休眠を完了していると考えられ

　る。窃中温暖区が843°Ｃであるから，此は実験方法によっては暖冬異変を現わしたのでないかとも

｀云える０　　　　　　　　　　　　。　　　　－　　　　　　　　　　　　　　。

　　以上を要約すると，自発休眠め完了後から催芽期まで要する積算温度は果樹の種類で異り，桃で

　は290～310°Ｃ，柿では555'～585°Ｃの間にある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ　要　　　　　約

　1.　高知では冬季に不時の温眼目が腿々現われ，その現われ方も様々である。それ故に，このこ

とが落葉果樹の自発休眠に如何なる影響を与えるか知るために, 1955年の12月より, 1956年の６月

に亘って，冬季の或期間の気温をln心16・Ｃとして，桃，柿幼樹の春季における展芽伸長の状態を

比較測定した。冬季中の気温がｎ～16°Ｃである事は，高知の気温より，12月で２～･３°Ｃ，１月で

６～７°Ｃ，２月で7～9°Ｃ.バ3月でｉ～７・Ｃ高いことになる。

　2.　桃の自発休眠の完了には，０°Ｃ以下の様な低温は必要でなく，１月下旬迄に７°Ｃ以下の気

温が570時間以上あれば十分で，高知では通常１月下旬頃に自発休眠を完了している。

　１月下旬迄に，気温がｎ～1叩Ｃで‥ある日が９日間以上続く時には，眺は自発休眠不全となり，

春季の展芽伸長が退滞不揃となる上に，鱗片が動いてから枯死する芽か多い。但し，此の場合でも

１月，２月が寒冷（低極温は１月が←７．ｙＣ，２月が－4.1°Ｃである。）であれば自発休眠不全の程

度が或程皮級和さ･れ，また，工月犯15日間以上続いて気温が11～16°Ｃであっても，12月が寒冷

　（低極温か十〇｡7°Ｃである6）であ’れば，自発休眠不全の程度か著しく軽微となる。更に，各月の

中旬に９日間づつ気温の11～16°Ｃの日が続くとき，自発休眠の完了か著しくさまたげられる。

, 3.柿は。その自発休眠の完了に，７°Ｃ以下の低温を殆んど要せず，12月下旬には既に自発休

眠を完了しており，たとえ12月７日以後に気温がｎ～16°Ｃとなっても自発休眠が不全とならない。

むしろ，11～16°Ｃ‘の気温が９日間以上も続べと，鱗片内で芽が動くためか，高知の１月，２月の

低温では枯死する芽が多い。此の傾向は，特に温暖日が間欧的に9～16日間も続く時に著しい。

・4.自発休眠完了後，催芽に要する積算温度は，桃では290～310°Ｃ，柿では555～585°Ｃであ

る。それゆえ，12丹および１月が寒冷で自発休眠が完了していさえすれば,2,3月にｎ～16°Ｃ

の気温が９日間以上も続くことは，此の積算温度を早く充すことになり，桃，柿の催芽期がいづれ

も早くなる。特に寒冷な２月か暖いほどこの傾向は顕著である。

　5.　高知では厦々気温か12月に数日間続いてｎ～16°Ｃとなることがあり，また,1,2月の７

°Ｃ以下の時間数が570時間以下の事もある。それ故，自発休眠の深い桃では自発休眠が不全と･な

り，春季に暖冬異変を生ずることがダくない。但し1 O月の日最低気温か意外に低いことは，

その発現程度を相当に緩和しているものと考えられる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　1. In this work, the spring growﾋｈ of peaches and Japanese persimmons as affected

by the abnormally warm days in winter was observed, by keeping the　young plants in

the thermostatic chamber of 11 －16°Ｃ for some　３２ days succesively or intermittently at ，

certain times of the　period from　December of　1955　to　March of 19oG. The　treated

temperature was 2 t0 3°Ｃin December, 6 t0 7°Ｃin January, 7 t0 9°Ｃin February, and

l t0 7°C in March higher than the daily mean temperature of each month at Kochi｡

　2. As the result of it, even the temporarily warm days in.Dこcember and January delayed

and decreased the sprouting of peach buds, while those in February and March promoted

it. This fact might show us that the dormancy would be over before the end of January

by the sufficient supply of low temperature （7°Ｃ or a little lower ｘ 570 hrs. ^. But, in

Japanese persim mons, the dormancy seemed to have　already finished not later than the

end of December, requiring the less chilling temperature as compared with peaches｡

　3. Besides, it is noticeable in the case　of peaches that tｈｅ･treatments in December

or in January induced more conspicuous effect of retarding or forcing to the sprouting

than those in February or in March respectively, and when the accumulative quantity of

the low temperature till the end of January was not sufficient enough, the cold weather

in February served somewhat to awake the dormancy and to force the spring growth.

ニｉ
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